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社会イノベーション事業のグローバルな成長に向け研究開発体制を刷新社会イノベーション事業のグローバルな成長に向け研究開発体制を刷新

NRD 11-0117

■新研究所のミッション

（株）日立製作所研究開発本部発行

日立は2011年4月1日付で、国内研究所を３研究所に再編・強化しつつ、海外現地主導

 
研究を拡大します。

海外研究拠点は、現地のニーズに即した研究開発を強化するために、インドに新たな研究開発

 
拠点を新設するなど、2012年度中に海外の研究開発人員を現在の約150名から倍増すること

 
で、海外４極※を中心としたグローバル研究開発体制の構築を加速します。
国内研究所は、次の100年に向けた日立の土台作りを担う研究体制とするために、８つの研究

 
所を３研究所に再編します。

※中国・欧州・米州・アジアの４拠点

研究開発本部

中央研究所：基礎から応用までシームレスな研究を担う。
日立研究所：社会インフラを中心とした社会イノベーション

事業を支える。
横浜研究所：情報基盤技術およびモノづくり技術の研究

開発を行う。

http://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2011/01/0117d.html2011年1月17日（株）日立製作所ニュースリリース
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